
2 0 1 7 年 3 月 1 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

第 165 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 

 

【不適合関係】 

・  2 月 23 日 柏崎刈羽原子力発電所での火災の発生について（第 1～3報）（公表区分Ⅰ） 

〔P.３〕 

・  2 月 24 日 6 号機原子炉建屋地下 2階（管理区域）におけるけが人の発生について 

（公表区分Ⅲ）                                             〔P.９〕 

 

【発電所に係る情報】 

・  2 月 ７日 1号機中央制御室床下の水平分離板点検に伴う 1本の跨ぎケーブルの確認 

について                                                   〔P.11〕 

・  2 月 ８日 原子力規制委員会からの指示文書「北陸電力株式会社志賀原子力発電所 

2 号炉の原子炉建屋内に雨水が流入した事象に係る対応について（追加 

指示）」の受領について                                      〔P.13〕 

・  2 月 ９日 中央制御室床下における水平分離板に係る点検状況について   〔P.15〕 

・  2 月 ９日 5 号機緊急時対策所および関連設備について                 〔P.16〕 

・  2 月 ９日 1号機中央制御室床下の水平分離板点検に伴う 1本の跨ぎケーブルの確認 

について                                                   〔P.18〕 

・  2 月 10 日 「原子力安全改革プラン進捗報告（2016 年度第 3四半期）」について 

〔P.20〕 

・  2 月 21 日 原子力規制委員会 第 444 回審査会合 参考資料 

審査会合での説明（免震重要棟を自主設備にすること）について 〔P.23〕 

・  2 月 21 日 3 号機中央制御室床下の垂直分離板点検に伴う跨ぎケーブルの確認に 

ついて                                                     〔P.24〕 

・  2 月 23 日 原子力規制委員会 第 445 回審査会合 参考資料 

柏崎刈羽原子力発電所 6号及び 7号炉免震重要棟の審査対応の問題と 

その原因と対策（概要）                                     〔P.26〕 

・  2 月 23日 2016 年度低レベル放射性廃棄物の輸送計画の変更について       〔P.31〕 

・  2 月 23 日  中央制御室床下における水平分離板に係る点検状況について   〔P.32〕 

・  2 月 23 日 柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の取り組み状況について 〔P.33〕 

・  2 月 23 日 柏崎刈羽原子力発電所６、７号機の新規制基準への適合性審査の状況に 

ついて                           〔P.37〕 

 

【その他】 

・  なし 

 

【福島の進捗状況に関する主な情報】 

・  2月23日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況 

(概要版)                   〔別紙〕 
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【柏崎刈羽原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合の開催状況】 

・  2 月 ２日 原子力規制委員会 第 438 回審査会合 

       －重大事故等対策について－ 

・  2 月 ９日 原子力規制委員会 第 441 回審査会合 

       －重大事故等対策について－ 

・  2 月 14 日 原子力規制委員会 第 442 回審査会合 

       －耐震設計方針・技術的能力について－ 

・  2 月 21 日 原子力規制委員会 第 444 回審査会合 

       －重大事故等対策について－ 

・  2 月 23 日 原子力規制委員会 第 445 回審査会合 

       －技術的能力について－ 

・  2 月 28 日 原子力規制委員会 第 447 回審査会合 

       －設計基準への適合性について－ 

 

 

以 上 

 

 

 

 
＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他  上記以外の不適合事象 
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2017 年 2 月 24 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

 
 

号機 6 号機 

件名 原子炉建屋地下 2 階（管理区域）におけるけが人の発生について 

不適合の 

概要 

 

2017 年 2 月 23 日午後 2 時 30 分頃、6 号機原子炉建屋地下 2 階（管理区域）におい

て、協力企業作業員が、資材運搬中に通路に設置された足場材につまずいて右足の踵を

負傷し歩行不能となったことから、救急車を要請し病院へ搬送しました。 

なお、作業員の身体に放射性物質の付着はありませんでした。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

 

 

病院における診察の結果、「右踵骨骨折」と診断されました。 

今回の事例を踏まえ、発電所関係者に周知し注意喚起を行うとともに、再発防止に努

めてまいります。 

 
 

負傷時の状況（イメージ） 

付願います。 

躓いた足場材

資材運搬状況
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6 号機原子炉建屋地下 2 階（管理区域）におけるけが人の発生について 

  

  

柏崎刈羽原子力発電所６号機 原子炉建屋 地下２階 

発生場所 
（原子炉建屋地下 2 階（管理区域）通路） 

展望台 

柏崎刈羽原子力発電所 
屋外 
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（お知らせメモ） 

 

1 号機中央制御室床下の水平分離板点検に伴う１本の跨ぎケーブルの確認について 

 

2017 年 2 月 7 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

1 号機の中央制御室床下の水平分離板※については、2017 年 1 月 25 日より点検を実

施しておりますが、本日、異なる区分を跨ぐケーブルを 1 本確認しましたのでお知らせ

いたします。 

 

当該ケーブル（安全系区分Ⅰ）は、原子炉水位の記録計の電源ケーブルですが、難燃

性ケーブルであること、回路上に保護装置が設置されていることから、当該ケーブルの

火災リスクは小さいものと考えており、安全系区分への波及的影響は小さいものと考え

ております。 

 

今後、当該ケーブルについて是正するとともに、引き続き、点検を進めていく中で異

なる区分を跨ぐケーブルを確認した際は、適切に是正してまいります。 

 

 

 ※分離板 … 常用系ケーブルと安全系ケーブルの敷設しているエリア、または安全系エリアの相互の間を

上下あるいは左右で分離するために設置されている板 

 

以 上 
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１号機中央制御室床下の水平分離板の点検に伴う１本の跨ぎケーブルの確認について

安全系に敷設すべきケー
ブルが下側（常用系）へ
混入しており、区分を跨
いでいる状態である。

区分を跨いだケーブル
水平分離板

安全系のケーブル

12



 

 

 

原子力規制委員会からの指示文書「北陸電力株式会社志賀原子力発電所 2 号炉の 

原子炉建屋内に雨水が流入した事象に係る対応について（追加指示）」の受領について 

 

2017 年 2 月 8 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、2016 年 11 月 16 日、原子力規制委員会より、「北陸電力株式会社志賀原子力発

電所２号炉の原子炉建屋内に雨水が流入した事象に係る対応について（指示）」の指示文書

を受領しました。 

その後、指示に基づき、重要度の特に高い安全機能を有する構築物、系統及び機器並び

に当該安全機能を果たすために直接又は間接に必要とする構築物、系統及び機器を内包す

る建屋についての貫通部から建屋内部への水の浸入を防ぐ措置の現況について取りまとめ、

2016 年 12 月 22 日に、同委員会へ中間報告いたしました。 

［2016 年 12 月 22 日までにお知らせ済み］ 

 

本件について、本日、原子力規制委員会より、「北陸電力株式会社志賀原子力発電所２号

炉の原子炉建屋内に雨水が流入した事象に係る対応について（追加指示）」の指示文書※を

受領しました。 

今後、受領した指示文書に基づき止水措置が必要な貫通部に対する止水措置の計画を 

策定し、原子力規制委員会へ報告いたします。 

 

以 上 

 

 

※指示文書（別表 1 含む）より当社関連部分を抜粋 

 

北陸電力株式会社志賀原子力発電所 2 号炉の原子炉建屋内に雨水が 

流入した事象に係る対応について（追加指示） 

 

原子力規制委員会は、平成 28 年９月 28 日に北陸電力株式会社志賀原子力発電所 2 号炉

において発生した原子炉建屋内に雨水が流入した事象について、平成 28 年 11 月 16 日付

け原規規発第 1611162 号により発電用原子炉設置者及び再処理事業者に対し調査を求め

ました。 

これに対し、同年 12 月 26 日までに発電用原子炉設置者及び再処理事業者から報告があ

り、その内容を精査したところ、志賀原子力発電所 2 号炉と同様の事象が他の発電用原子

炉施設及び再処理施設においても発生する可能性があると考えられることから、原子力規

制委員会は、外部からの浸水に対する原子力施設の安全性を更に向上させるため、発電用

原子炉設置者及び再処理事業者に対し、下記のとおり対応することを求めます。 
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【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 メディア・コミュニケーショングループ 03-6373-1111（代表） 

 

記 

 

１． 貴社から報告のあった、止水措置を実施していない建屋の貫通部（当該貫通部の外

側にある貫通部（以下「外郭貫通部」という。）の全てに止水措置を実施しているも

のを除く。）について、当該貫通部又は全ての外郭貫通部に対し、速やかに止水措置

を実施することにより、外部からの浸水に対する原子力施設の安全性を向上させる

こと。なお、止水措置の実施が完了するまでの間は、当該貫通部に対する外部から

の浸水を監視するとともに、浸水に至る蓋然性が高い状況を検知したときは、これ

を防ぐ応急処置を実施すること。 

 

２． 1．の止水措置を実施することが安全設計上不可能な場合等の特段の合理的理由が

ある場合にあっては、外部からの浸水に対して止水措置以外の措置を実施すること

を妨げない。この場合においては、速やかに当該措置を実施することに加え、当該

貫通部に対する外部からの浸水を監視するとともに、浸水に至る蓋然性が高い状況

を検知したときは、これを防ぐ応急処置を実施すること。 

 

３． 1．及び 2．の措置を実施するための計画を策定し、平成 29 年 3 月 8 日までに原子

力規制委員会に報告すること。 

 

別表 1：文書発出先毎の対象施設 

発出先 対象施設 

東京電力ホールディングス株式会社 福島第二原子力発電所 1 号炉 

福島第二原子力発電所 2 号炉 

福島第二原子力発電所 3 号炉 

福島第二原子力発電所 4 号炉 

柏崎刈羽原子力発電所 1 号炉 

柏崎刈羽原子力発電所 2 号炉 

柏崎刈羽原子力発電所 3 号炉 

柏崎刈羽原子力発電所 4 号炉 

柏崎刈羽原子力発電所 5 号炉 

柏崎刈羽原子力発電所 6 号炉 

柏崎刈羽原子力発電所 7 号炉 
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【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 0257-45-3131（代表） 

（お知らせメモ） 

 

中央制御室床下における水平分離板に係る点検状況について 

 

2017 年 2 月 9 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

  当所は現在、1,2,3,6 号機の中央制御室床下において、水平分離板の設置状況       

について点検を進めておりますが、2 月 7 日時点までの点検状況は以下の通りです。 

 

【点検状況】 

号機 点検の進捗率 不適合是正枚数 点検計画・実績 

１号機 61％ 0 枚 1 月 25 日～3 月中旬 

２号機 0％ 0 枚 2 月中旬～3 月下旬 

３号機 100％ 0 枚 点検終了 

６号機 55％ 0 枚 1 月 26 日～2 月下旬 

 

【特記事項】 

・2 月 7 日に 1 号機中央制御室床下の水平分離板点検を行っていた際、異なる区分を   
跨ぐケーブル 1 本を確認いたしました。（2017 年 2 月 7 日お知らせ済） 
その後、2 月 8 日に跨ぎの解消を行っております。   

   

以 上 
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（お知らせメモ） 

 

1 号機中央制御室床下の水平分離板点検に伴う１本の跨ぎケーブルの確認について 

 

2017 年 2 月 9 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

1 号機の中央制御室床下の水平分離板※1については、2017 年 1 月 25 日より点検を実

施しておりますが、本日、異なる区分を跨ぐケーブルを 1 本確認しましたのでお知らせ

いたします。 

 

当該ケーブル（常用系）は、計装用空気圧縮機操作回路ケーブル※2ですが、難燃性ケ

ーブルであること、回路上に保護装置が設置されていることから、当該ケーブルの火災

リスクは小さいものと考えており、安全系区分への波及的影響は小さいものと考えてお

ります。 

 

今後、当該ケーブルについて是正するとともに、引き続き、点検を進めていく中で異

なる区分を跨ぐケーブルを確認した際は、適切に是正してまいります。 

 

 

 ※1 分離板 … 常用系ケーブルと安全系ケーブルの敷設しているエリア、または安全系エリアの相互の間

を上下あるいは左右で分離するために設置されている板 

 

 ※2 計装用空気圧縮機操作回路ケーブル… 

        計測制御機器に除湿した圧縮空気を供給する圧縮機を停止させる制御ケーブル 

 

以 上 
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１号機中央制御室床下の水平分離板の点検に伴う１本の跨ぎケーブルの確認について

常用系に敷設すべきケーブルが
上側（安全系）へ混入しており、
区分を跨いでいる状態である。

区分を跨いだケーブル

水平分離板

安全系のケーブル
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